
皇
室
事
項

官
庁
報
告

平成™œ年˜˜月˜˜日 月曜日 第�˜�Ÿ号官 報

村
瀬

清

正
五
位
に
叙
す
る

神
野

照
雄

正
六
位
に
叙
す
る

久
木
田
實
喜

嵜
村
誠
一
郎

鈴
木

昭

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

東
海
林

徹

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
十
月
八
日
）

伊
豫
田
敏
雄

従
四
位
に
叙
す
る

伊
藤

元
明

内
田

俊
雪

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

正
八
位

木
島

正

山
口

賢
一

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）松

本

知

山
肩

敏
美

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
九
日
）早

石

豊

正
七
位
に
叙
す
る
（
十
月
十
一
日
）

高
谷

忍

正
七
位
に
叙
す
る
（
十
月
十
二
日
）

鈴
木

勝
博

従
七
位
に
叙
す
る
（
十
月
十
六
日
）

〇
叙
勲

田
沢

康
志

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

酒
井

一
憲

佐
藤

光
宣

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
三
日
）

三
善

晃

旭
日
重
光
章
を
授
け
る

恩
地

繁

佐
伯

義
郎

中
尾

武
市

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
四
日
）

海
田

勝
文

松
本

輝
壽

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

越
谷

勝
章

高
橋

毅

西
村

春
雄

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
五
日
）

大
城

勝
正

三
浦
冨
貴
人

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
十
月
六
日
）山

口

賢
一

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
十
月
九
日
）

石
澤

伸
哉

今
井

弘
幸

今
町

充
男

木
村

信
幸

清
水

湧
司

杉
村

勝

根
萩

義
仁

宮
内

一
正

矢
澤

徳
衛

山
崎

秀
夫

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

（
大
阪
府
警
部
補
）

à
田

耕
三

清
水

均

増
川

崇

米

安
洋

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
三
日
）

（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

濱
田

哲
郎

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

大
川

英
世

嶋
内

寛

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

伊
藤

昭
夫

坂
戸

一
雄

鈴
木

久
雄

高
橋

和
樹

田
口

繁
夫

中
井

靜
一

中
川

敬

那
須

晴
夫

原

輝
雄

本
橋

傳

山
本

圭
一

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

石
田

信
一

西
村

龍
雄

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
四
日
）

青
山
忠
司
郎

大
上

進

小
川

透

今

義
磨

田
倉

重
光

平
岡

泰

宮
脇

伸
之

山
崎

春
男

吉
澤

弘

渡

善
行

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

飯
原

義
春

上
田

貞
男

小
泉

明
義

重
松

悟

梛
野

猪
一

弓
削

武
彦

涌
井
徳
三
郎

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
五
日
）

山
田

良
樹

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

阿
部

勝
彌

池
住

安
信

工
藤

智
義

小
嶋

昭
男

佐
藤

文
雄

鈴
木

芳
雄

竹
下

洋
一

富
室

幾
夫

平
田

正
眞

三
尾

智
秋

守
岡

政
照

山
本

輝
彦

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

北
川
佐
武
呂

小
室

収

中
川

邦
博

林

厚
志

原

良
彦

牧
野

末
人

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
六
日
）

小
坂

淳

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

横
井

啓
文

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
以
上
十
月
七
日
）

神
野

照
雄

村
瀬

清

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

東
海
林

徹

松
本

重
行

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
八
日
）

伊
藤

元
明

内
田

俊
雪

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

松
本

知

山
肩

敏
美

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
九
日
）

（
農
林
水
産
技
官
）

長
田

実

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
十
月
十
日
）

信
任
状
捧
呈
式

十
一
月
七
日
午
前
十
時
三
十
分
、
宮
中
に
お
い
て
、
新

任
本
邦
駐
在
ブ
ラ
ジ
ル
国
特
命
全
権
大
使
ア
ン
ド
レ
・
ア

ラ
ー
ニ
ャ
・
コ
ヘ
ー
ア
・
ド
・
ラ
ー
ゴ
の
信
任
状
捧
呈
式

を
行
わ
れ
た
。

十
一
月
七
日
午
前
十
一
時
、
宮
中
に
お
い
て
、
初
代
本

邦
駐
在
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
特
命
全
権
大
使
グ
ル
バ
ン

マ
ン
メ
ト
・
エ
リ
ャ
ソ
フ
の
信
任
状
捧
呈
式
を
行
わ
れ

た
。

大
綬
章
等
勲
章
親
授
式

十
一
月
六
日
午
前
十
時
三
十
分
、
宮
中
に
お
い
て
、
大

綬
章
等
勲
章
親
授
式
を
行
わ
れ
、
小
谷
昌
、
御
手
洗
冨
士

夫
及
び
宮
津
純
一
郎
に
旭
日
大
綬
章
を
、
日
野
正
晴
に
瑞

宝
大
綬
章
を
、
玉
澤
u
一
郎
、
日
枝
久
、
亀
井
久
興
、
二

橋
正
弘
及
び
古
田
佑
紀
に
旭
日
大
綬
章
を
、
阪
田
雅
裕
に

瑞
宝
大
綬
章
を
、
長
勢
甚
遠
、
ク
ラ
ウ
ス
・
シ
ュ
ワ
ブ
、

ジ
ョ
ン
・
ト
ー
マ
ス
・
シ
ー
フ
ァ
ー
及
び
デ
ィ
レ
イ
タ
・

モ
ハ
メ
ッ
ド
・
デ
ィ
レ
イ
タ
に
旭
日
大
綬
章
を
授
与
さ
れ

た
。

労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
2
1年
法
律
第
2
5号
）
第
3
7条

第
１
項
及
び
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
2
1年
勅
令

第
4
7
8号
）
第

1
0条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公

立
学
校
共
済
組
合
職
員
労
働
組
合
か
ら
、
賃
金
引
上
げ
等

の
要
求
に
関
し
て
、
平
成
2
5年

1
1月

2
0日
以
降
、
同
組
合

の
組
合
員
が
従
事
す
る
別
表
に
掲
げ
る
全
職
場（
山
形
県
、

東
京
都
、
岐
阜
県
、
広
島
県
及
び
愛
媛
県
）
に
お
い
て
、

争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
４

項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成

2
5
年

1
1
月

1
1
日厚生
労
働
大
臣
田
村
憲
久

別
表
山
形
県
公
立
学
校
共
済
組
合
東
北
中
央
病
院

東
京
都
公
立
学
校
共
済
組
合
関
東
中
央
病
院

岐
阜
県
公
立
学
校
共
済
組
合
東
海
中
央
病
院

広
島
県
公
立
学
校
共
済
組
合
中
国
中
央
病
院

愛
媛
県
公
立
学
校
共
済
組
合
四
国
中
央
病
院

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
2
1年
法
律
第
2
5号
）
第
3
7条

第
１
項
及
び
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
2
1年
勅
令

第
4
7
8号
）
第

1
0条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
日

本
航
空
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
、
年
末
一
時
金
等
の
要
求
に
関
し

て
、
平
成
2
5年

1
1月

1
2日
以
降
、
同
組
合
の
組
合
員
が
従

事
す
る
日
本
航
空
株
式
会
社
の
全
職
場
（
北
海
道
、
青
森

県
、
秋
田
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
愛
知
県
、
大
阪
府
、

島
根
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、
山
口
県
、
徳
島
県
、
香
川

県
、
愛
媛
県
、
高
知
県
、
福
岡
県
、
長
崎
県
、
熊
本
県
、

宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
及
び
沖
縄
県
）
に
お
い
て
、
争
議
行

為
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
４
項
の
規

定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成

2
5
年

1
1
月

1
1
日厚生
労
働
大
臣
田
村
憲
久

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
2
1年
法
律
第
2
5号
）
第
3
7条

第
１
項
及
び
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
2
1年
勅
令

第
4
7
8号
）
第

1
0条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
日

本
航
空
株
式
会
社
か
ら
、
日
本
航
空
ユ
ニ
オ
ン
が
年
末
一

時
金
等
の
要
求
に
関
し
て
行
う
争
議
行
為
に
対
抗
し
て
、

平
成
2
5年

1
1月

1
2日
以
降
、
同
組
合
の
組
合
員
が
従
事
す

る
全
職
場
（
北
海
道
、
青
森
県
、
秋
田
県
、
千
葉
県
、
東

京
都
、
愛
知
県
、
大
阪
府
、
島
根
県
、
岡
山
県
、広
島
県
、

山
口
県
、
徳
島
県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
、
高
知
県
、
福
岡

県
、
長
崎
県
、
熊
本
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
及
び
沖
縄

県
）
に
お
い
て
、
作
業
所
閉
鎖
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ

た
の
で
、
同
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成

2
5
年

1
1
月

1
1
日厚生
労
働
大
臣
田
村
憲
久

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

北
海
道
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
６
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
北
海
道
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業
最
低
賃
金
（
平
成
2
0年
北
海
道
労
働
局
最
低
賃
金

公
示
第
３
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を

し
た
の
で
、
同
法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す

る
。平
成

2
5
年

1
1
月

1
1
日

北
海
道
労
働
局
長
羽
毛
田
守

第
４
号
中
「
１
時
間
7
7
6円
」
を
「
１
時
間
7
8
4円
」
に

改
め
る
。

静
岡
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
７
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
静
岡
県
パ
ル
プ
・
紙
・
加
工
紙

製
造
業
最
低
賃
金
（
平
成
2
4年
静
岡
労
働
局
最
低
賃
金
公
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